
国立国会図書館関西館
１. 概要

2121世紀の高度情報化社会に対応する世紀の高度情報化社会に対応する
図書館サービスの拠点図書館サービスの拠点

高度情報化

対応図書館
環境保全 長寿命化耐震安全性

フレキシ

ビリティ

建物の地中化

建物用途

所在地

延床面積

階 数

竣 工

開 館

所蔵能力

透明化 緑化 地中化環境の創出 地球環境への配慮

地下1階エントランス 中庭エントランスキューブ

：図書館

：京都府相楽郡精華町

：58,769㎡

：地下4階、地上4階

：平成14年

：平成14年10月

：600万冊相当

8月

次世代へ継承すべき社会財産として環境保全や建物の長寿命化を図る使命次世代へ継承すべき社会財産として環境保全や建物の長寿命化を図る使命FMの必要性

社会財産の最適維持社会財産の最適維持

・従来の官庁施設ストックマネジメントの課題を解決

・施設運営の高度化・コスト削減を継続的に実現

・最適な運用を目指したライフサイクルマネジメントを追及

ね
ら
い
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エネルギー
廃棄物・障害

㈱竹中工務店

関西館施設係

日報作成
中監盤

課題の抽出
改善策の検討

㈱竹中工務店
近畿地方整備局
（オブザーバー）

関西館施設係

業務委託業者

データ分析・
業務改善提案

特別修繕計画

予算要求

業務計画・指示

修繕計画
優先度判定

月報・年報

業務委託業者

FMS
DB

２.推進体制

施工段階からのＦＭＳ構築推進体制

FMS

Today画面 ＦＭ管理図画面

信頼性の高い正確な、設計・施工データを
ＦＭＳデータベースに活用し、建物完成時
にＦＭＳの運用を開始

14の個別機能から構成され、各機能は相互に連携

ＦＭＳを中心とした施設マネジメントサイクルにより
スパイラルアップ

構築段階（設計・施工時）

国立国会図書館関西館建設工事
建設ＣＡＬＳ

建築ＪＶ

設備ＪＶ

設計事務所

設備ＪＶ

設備ＪＶ

ｻｰﾊﾞ

施工情報センター

データ

関西館施設運用管理システム
ＦＭシステム

清掃管理

図面管理

諸室管理

基本情報管理

報告書管理

植栽管理警備管理

消耗品管理書類管理

保全計画管理
履歴管理

電源ｺﾝｾﾝﾄ管理

データベース

設備機器管理

ネットワーク管理

運用段階

設計・施工・運用一貫の設計・施工・運用一貫のFMFM推進推進

画面例

データ分析

施設運営計画施設運営会議

日常業務

国立国会図書館
関西館

発注者

監理者

委託監理者

コンサル

シ
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基本情報提供
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ＦＭＳ定例会議
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委託
業者

施設
管理者

ＦＭＳ分科会

ＦＭＳ調整会議

国立国会図書館

構築・納入・保守

関西館
準備室

施工者

FMS開発者
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３.活動成果
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開館：H14/10

Δ35%

電力会社：関西電力（H18のみエネット）

ガス会社：大阪ガス

省エネルギー活動

主なFM活動

エネルギーコスト
平成14年度比43％減少

CO2年間排出量
平成14年度比35％削減

先進事例
として貢献

施設運営業務
の継承

エネルギー使用量管理

障害履歴の評価分析 修繕計画優先度判定法

図書館利用者の
ニーズ・クレームへの対応

図書保管の最適環境維持

業務内容を継承し
スパイラルアップ

部位・機器
台帳

障害履歴
台帳

保守履歴
台帳

改修工事
計画台帳

施設台帳

日報入力
（委託業者）

障害履歴の評価
（施設係）

・施設の

重要度

・被害損失

度合い

・保守回数

・保守種別

・障害発生

履歴

・障害の内容

・復旧の難易度

・設置年月日

・耐用年数

・計画毎関連

部位・機器

障害の発生頻度

障害度

障害の深刻度

重要度

耐用年数残年数 放置度

劣化度

部位・機器別
優先度

計画毎の最大値

特別修繕計画
優先度

=手入力 =FMSデータベース

=計算使用データ=自動計算

凡例： =データの流れ

=データの関連
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障害履歴登録件数（障害の要因）

障害要因分析未了 障害要因①部位・機器の故障・劣化

障害要因②危険・非効率（ニーズの変化） 障害要因③操作・制御、消耗品消耗

障害要因④運用対応のみ

2009年度　一次エネルギー量予測グラフ

92,362
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電気 ガス 水道 前年度値 目標値 実績値 予測値

例）梅雨時の書庫空調パターン

例）トイレサインの改善
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Δ43％

開館：H14/10

電力：H16/4以降毎年入札

ガス：H16/9以降毎年契約

△43％

官庁施設のストックマネジメントの具現化官庁施設のストックマネジメントの具現化

環境負荷低減 運営コスト削減

質の高い施設管理

エネルギーの見える化

△35％

成 果 成果事例の展開

ストックマネジメント
の研修事例

（延144件、1,830名の受け入れ）

修繕計画優先度判定結果
効率的な保全計画実施

改修工事計画リスト（ＦＭＳ登録の2010年度から5年分）

区分 工事内容 2011 2012 2013 優先度 判定

建築関係 シール シール（シリコン） 打替（ゴンドラ共） 196 5 現状維持

建築関係 屋根・屋上 ＦＲＰ塗膜防水 トップコート塗替 15 9 要注意

建築関係 屋根・屋上 アスファルト防水  （断熱工法）   竹中仕様  ＴＡＦ（            ）
押え ク 直押え 押え ク 打替

14 9 要注意

建築関係 屋根・屋上 アルミルーバー目隠しパネル   （アクリル、鉄骨  亜鉛メッキ）
支柱 胴縁 塗装

1 9 要注意

建築関係 屋根・屋上 ルーフドレン ドレン塗装 97 11 要判断

建築関係 屋根・屋上 屋外鉄骨階段   溶融亜鉛メッキ 防錆・仕上塗装・プライマー共 2 9 要注意

電気関係 自家発電設備 自家発電機  ガスタービン (屋外) 取替 14 14 7 現状維持

電気関係 蓄電池設備 鉛蓄電池（制御盤他） 取替 2 9 要注意

電気関係 電灯・コンセント設備 非常照明 取替 270 270 11 要判断

電気関係 電灯・コンセント設備 誘導灯 取替 241 241 11 要判断

空調関係 ダクト設備 送排風機 取替 204 7 現状維持

空調関係 空調機設備 ＡＨＵ・ＦＣＵ 取替 70 7 現状維持

空調関係 熱源機器設備 Ｕ字管式熱交 取替 2 9 要注意

空調関係 熱源機器設備 ドレンフィルター 取替 2 11 要判断

空調関係 熱源機器設備 パッケージ・ビルマルチ 取替 54 9 要注意

空調関係 熱源機器設備 ボイラー 取替 2 7 現状維持

空調関係 熱源機器設備 ポンプ類 取替 26 11 要判断

空調関係 熱源機器設備 マイクロネガ空調機 取替 1 7 現状維持

空調関係 熱源機器設備 硬水軟水化装置 取替 1 11 要判断

改修工事計画 優先度判定
年度別関連部位
・機器数

=優先度判定が「要判断」（優先度>=11）のもの

=優先度判定が「要注意」（優先度>7）のもの

=優先度判定が「現状維持」（優先度<=7）のもの


